
(57)【要約】
【課題】花粉、ダスト及びウイルスを含む飛沫をカットする低圧損で高捕集効率のマスク
用基材およびそれを用いた使い捨て衛生マスクを提供する。
【解決手段】外層（Ａ）－内層（Ｂ）－外層（Ａ）の少なくとも３層の積層不織布からな
る衛生マスク用不織布基材であって、外層（Ａ）は、ポリオレフィン系短繊維またはポリ
エステル系短繊維で構成される不織布からなり、内層（Ｂ）は、ポリプロピレン製スパン
ボンド不織布とメルトブロー不織布が組み合わされた複合不織布からなり、積層一体化さ
れていることを特徴とする衛生マスク用不織布基材およびそれを用いた使い捨て衛生マス
クなどを提供した。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
  外層（Ａ）－内層（Ｂ）－外層（Ａ）の少なくとも３層の積層不織布からなる衛生マス
ク用不織布基材であって、
  外層（Ａ）は、ポリオレフィン系短繊維またはポリエステル系短繊維で構成される不織
布からなり、内層（Ｂ）は、ポリプロピレン製スパンボンド不織布とメルトブロー不織布
が組み合わされた複合不織布からなり、積層一体化されていることを特徴とする衛生マス
ク用不織布基材。
【請求項２】
  内層（Ｂ）がエレクトレット処理されていることを特徴とする請求項１に記載の衛生マ
スク用不織布基材。
【請求項３】
  前記積層不織布がエレクトレット処理されていることを特徴とする請求項１に記載の衛
生マスク用不織布基材。
【請求項４】
  内層（Ｂ）は、総目付け重量が２５ｇ／ｍ２以下、および通気度が６０ｃｃ／ｃｍ２／
ｓｅｃ以上であって、メルトブロー不織布成分の目付け重量の総和が２～１０ｇ／ｍ２の
範囲であり、かつ、メルトブロー不織布成分の平均繊維径が３～１５μｍの範囲であるこ
とを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の衛生マスク用不織布基材。
【請求項５】
  外層（Ａ）は、衛生マスクの最外層と口元層を形成し、最外層と口元層の目付け重量が
各々１０～５０ｇ／ｍ２であり、かつ、最外層と口元層の構成繊維に、繊度が１～１０デ
シテックスの範囲から選ばれた少なくとも一種の繊維が使用されることを特徴とする請求
項１～４のいずれか１項に記載の衛生マスク用不織布基材。
【請求項６】
  最外層と口元層の外層（Ａ）の間に、内層（Ｂ）を挿入し、熱エンボス、超音波又はホ
ットメルト接着剤を使用して、積層一体化されていることを特徴とする請求項１～５のい
ずれか１項に記載の衛生マスク用不織布基材。
【請求項７】
  請求項１～６のいずれか１項に記載の衛生マスク用不織布基材を顔面覆い部に用いるこ
とを特徴とする衛生マスク。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は、不織布を素材に用いた使い捨て衛生マスクおよびその基材に関し、特に低圧
損で高捕集効率の花粉、ダスト及び／またはウイルスを含む飛沫をカットする衛生マスク
およびその基材に関する。
【背景技術】
【０００２】
  衛生マスク用基材として、従来一般には、最外層に保護材としてのスパンボンド不織布
、その内層にエレクトレット処理を施したメルトブロー（ＭＢ）不織布、口元層（最内層
）には、スパンボンドまたはスパンレースまたは乾式製法不織布が用いられている。
  特に、花粉、ダストよけのマスクとなると、外出時と室内にて長時間着用することにな
り、着用の快適性が特に重要視されている。
  なかでも、着用感として、呼吸のし易さが最も重要であり、通気抵抗、すなわち圧損の
低下が課題であった。通気抵抗が大きいと、息苦しさを与えるとともに、吐気がマスクと
顔面の隙間から上昇して、メガネを曇らすことになり、これもマスクの快適な着用感を損
ねるものである。
【０００３】
  また、従来のマスクでは、上述の製法の異なる不織布が単に重ねられて、マスクの顔面
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覆い部を形成している。しかしながら、これら３層の基材は、それぞれが低目付け重量で
あり、一体化したものではないため、マスクに必要な「腰」（張り剛性）が出ないという
欠点があり、これを解消しようとすると、それぞれの目付け重量を増やすことや、不織布
とは異なる補強体を付加するなどの処置がなされてきた。
  マスク基材の「腰」が小さいと、使用中の呼吸において、ペコペコと変形しやすく、そ
のため、鼻孔部や口唇部とマスクの適当な間隔が保てず、吐息の露結水分によりマスクが
皮膚に密着してしまうなど、着用の不快感を生ずることにつながっていた。また、呼吸を
楽にするために、顔面とマスクの間に適度の空間を設けることが望まれるが、従来のフラ
ットマスクでは、「腰」が不足であり、また、立体形マスクについても同様である。
  また、３層がそれぞれ単に重ねただけのマスクでは、使用中に口元層が剥離して口元に
吸着し、不快感を与えるという欠点もある。
【０００４】
  一方、マスクとしてのフィルター効率および圧損においては、内層に使われるメルトブ
ロー（ＭＢ）不織布層が支配的な役割を示すが、多くのマスクは、１５～２５ｇ／ｍ２の
範囲の目付け重量のものが用いられている。呼吸を楽にするための低圧損化が強く要望さ
れているが、これには、メルトブロー不織布の目付け重量の減少が有効であるものの、原
反生産の巻き取りの上で限界があった。また、このような低目付けの原反に、積層加工、
またはエレクトレット処理を施す上で、引張り強度の低さゆえに、巻き取り操作時に不織
布の烈断やシワの発生などの不具合が生じ、同様にマスク成形工程での取り扱いにも難点
があった。また、マスクの製作工程において、従来は、外層、内層、口元層の３種３層の
異なる不織布を扱うことになり、加工作業性において煩雑であり、また、品質管理上の損
失も大きく、また生産スピードも上がらないという課題があった。
【０００５】
  上記の課題の解決、例えば、低圧力損失及び高捕集性（フィルター効率）ために、種々
のマスクやマスク用基材が提案されている（例えば、特許文献１～３参照。）。その課題
解決手段として、形状の面から、例えば、特許文献１では、顔面覆い部中央の上辺または
下辺のすくなくとも一方にＶ字型の切り欠けを設け、該切り欠きの両斜辺を接合して立体
性を付与された顔面覆い部と耳かけ部から構成される不織布製マスクであって、顔面覆い
部が連続一体の不織布からなり、顔面覆い部の中央上辺に上方に張り出した襟部を設けて
なることを特徴とする立体形マスクが開示され、また、各層の接着や接合方法の面から、
特許文献２では、装着者の鼻及び口許を覆うマスク本体が、繊維シートそれぞれから形成
される内外層と、エレクトレット繊維シートから形成され前記内外層間に一体的に介在す
る中間層とを含む使い捨てマスクにおいて、前記内外層と前記中間層との各接合面が該各
接合面に間欠的に介在するホットメルト接着剤を介して接合し、前記中間層の前記内外層
に対する前記各接合面における前記ホットメルト接着剤の付着量が、前記内外層の前記中
間層に対する前記各接合面における前記ホットメルト接着剤の付着量よりも少ないことを
特徴とする前記マスクが開示され、さらに、各層の構成材料の面から、特許文献３では、
顔面の鼻口部を覆うよう装着される立体形状を有するマスクであって、該マスク本体が多
層の積層不織布から構成されており、該積層不織布の外層部が熱可塑性合成繊維不織布で
、内層部が再生セルロース繊維で、その含有量が１５～４０重量％であり、高湿時の保湿
率が７～１３％であり、かつ、通気度が１０～１００ｃｃ／ｃｍ２／ｓｅｃである衛生マ
スクが開示されている。
  しかしながら、上記提案されたものは、性能は向上しているものの、未だ十分でなく、
呼吸を楽にするための低圧損化や、花粉などを効率よく捕集できる高捕集性のマスクが強
く要望されているのが、実状である。
【特許文献１】特開２００７－５４３８１号公報
【特許文献２】特開２００７－３７７３７号公報
【特許文献３】特開２００７－２７６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
  本発明の目的は、上記問題点に鑑み、花粉、ダスト及び／またはウイルスを含む飛沫を
カットする低圧損で高捕集効率のマスク用基材およびそれを用いた使い捨て衛生マスクを
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
  本発明者らは、上記課題を解決すべく鋭意検討を重ねた結果、外層／内層／外層の３層
の不織布をエンボス加工で一体化し、マスク用基材に「腰」を付与するとともに、特に内
層の不織布基材として、エレクトレット処理されたスパンボンド／メルトブロー（ＳＭ）
複合不織布やスパンボンド／メルトブロー／スパンボンド（ＳＭＳ）複合不織布などを用
い、さらに、内層のメルトブロー不織布の目付を低減することにより、低圧損化と高捕集
性のマスク用基材及びそれを用いたマスクが得られることを見出し、これらの知見に基づ
き、本発明を完成するに至った。
【０００８】
  すなわち、本発明の第１の発明によれば、外層（Ａ）－内層（Ｂ）－外層（Ａ）の少な
くとも３層の積層不織布からなる衛生マスク用不織布基材であって、
  外層（Ａ）は、ポリオレフィン系短繊維またはポリエステル系短繊維で構成される不織
布からなり、内層（Ｂ）は、ポリプロピレン製スパンボンド不織布とメルトブロー不織布
が組み合わされた複合不織布からなり、積層一体化されていることを特徴とする衛生マス
ク用不織布基材が提供される。
  また、本発明の第２の発明によれば、第１の発明において、内層（Ｂ）がエレクトレッ
ト処理されていることを特徴とする衛生マスク用不織布基材が提供される。
  さらに、本発明の第３の発明によれば、第１の発明において、前記積層不織布がエレク
トレット処理されていることを特徴とする衛生マスク用不織布基材が提供される。
【０００９】
  本発明の第４の発明によれば、第１～３のいずれかの発明において、内層（Ｂ）は、総
目付け重量が２５ｇ／ｍ２以下、および通気度が６０ｃｃ／ｃｍ２／ｓｅｃ以上であって
、メルトブロー不織布成分の目付け重量の総和が２～１０ｇ／ｍ２の範囲であり、かつ、
メルトブロー不織布成分の平均繊維径が３～１５μｍの範囲であることを特徴とする衛生
マスク用不織布基材が提供される。
  また、本発明の第５の発明によれば、第１～４のいずれかの発明において、外層（Ａ）
は、衛生マスクの最外層と口元層を形成し、最外層と口元層の目付け重量が各々１０～５
０ｇ／ｍ２であり、かつ、最外層と口元層の構成繊維に、繊度が１～１０デシテックスの
範囲から選ばれた少なくとも一種の繊維が使用されることを特徴とする衛生マスク用不織
布基材が提供される。
【００１０】
  また、本発明の第６の発明によれば、第１～５のいずれかの発明において、最外層と口
元層の外層（Ａ）の間に、内層（Ｂ）を挿入し、熱エンボス、超音波又はホットメルト接
着剤を使用して、積層一体化されていることを特徴とする衛生マスク用不織布基材が提供
される。
  さらに、本発明の第７の発明によれば、第１～６のいずれかの発明に係る衛生マスク用
不織布基材を顔面覆い部に用いることを特徴とする衛生マスクが提供される。
【発明の効果】
【００１１】
  本発明の衛生マスク用不織布基材は、上述のような構成により、「腰」があるため、着
用感に優れ、低圧損で高捕集効率であるという効果を発揮する。そのため、衛生マスク用
基材として、好適に用いることができ、その結果、それを用いた衛生マスクは、着用感に
優れ、低圧損で高捕集効率であるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
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  本発明の衛生マスク用不織布基材は、外層（Ａ）－内層（Ｂ）－外層（Ａ）の３層の積
層不織布からなる衛生マスク用不織布基材であって、外層（Ａ）は、ポリオレフィン系短
繊維またはポリエステル系短繊維で構成される不織布からなり、内層（Ｂ）は、ポリプロ
ピレン製スパンボンド不織布とメルトブロー不織布が組み合わされた複合不織布からなり
、積層一体化されていることを特徴とするものである。
  以下に項目毎に詳細に説明する。
【００１３】
１．外層（Ａ）
  本発明の外層（Ａ）－内層（Ｂ）－外層（Ａ）の少なくとも３層の衛生マスク用不織布
基材において、外層（Ａ）は、ポリオレフィン系短繊維またはポリエステル系短繊維で構
成される不織布からなる。その外層（Ａ）としては、最外層および口元層の両方を指し、
その両方に用いることができるものとする。
  また、上記外層（Ａ）の短繊維不織布は、その表面に、親水性の紡糸油剤を使用するこ
とによって、不快な静電気の発生を防ぐとともに、呼気に含まれる水分を吸収かつ外部へ
発散し、マスク装着の快適さを付与する。
  親水性の紡糸油剤としては、例えば、高級アルコール、高級脂肪酸、アルキフェノール
、アルキルホスフェート塩、アルキル硫酸塩などが挙げられ、例えば、短繊維不織布の表
面に、塗布や噴霧、浸漬などの方法により、付与や付着させることがでる。
【００１４】
  また、上記のポリオレフィン系短繊維またはポリエステル系短繊維としては、芯部／鞘
部が、ポリプロピレン（ＰＰ）／ポリエチレン（ＰＥ）、ポリエチレンテレフタレート（
ＰＥＴ）／ポリエチレン（ＰＥ）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）／低融点ポリ
エチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、又はポリプロピレン（ＰＰ）／ポリプロピレン（Ｐ
Ｐ）などのほか、ＰＰ単体またはＰＥＴ単体で構成されるレギュラー繊維が用いられる。
  これらの繊維の一つ、あるいは混合された繊維をカーディングと熱処理（たとえば、熱
エンボスロール）によって不織布を形成するが、「腰」を高めるため、選ばれた繊維の繊
度が１～１０デシテックス、好ましくは、２～６デシテックスの繊維径の中から１種また
は数種を混合して用いられる。
  この外層（Ａ）の短繊維不織布は、繊維径が内層に用いられるメルトブロー（ＭＢ）不
織布より大きいため、圧損が小さいことに特徴があり、かつ、繊維径が太くできるため、
必要な「腰」を付与するのに好適である。
  繊度が１デシテックス以下のものを多用すると、通気度が低下し、圧損が上昇するとと
もに不織布の「腰」が柔らかくなり、また、１０デシテックスを超える繊維を多用すると
、逆に風合いが硬くなり過ぎ、はなはだしくは繊維が皮膚に接触すると、チクチク感を与
え、好ましくない。
【００１５】
  外層（Ａ）の繊維は、カーディングによるシート化と熱による繊維間の接合により、不
織布化される。
  本発明においては、その繊維材質および構造としては、ポリオレフィン成分が鞘となる
芯鞘複合短繊維が好ましく用いられる。その具体的な例としては、鞘部がＰＥまたはＰＰ
のいずれかから選ばれ、芯部がＰＰ、ＰＥＴなどから適宜選ばれた複合短繊維が一種また
は複数種が使われる。
【００１６】
２．内層（Ｂ）
  本発明の外層（Ａ）－内層（Ｂ）－外層（Ａ）の少なくとも３層の衛生マスク用不織布
基材において、内層（Ｂ）は、ポリプロピレン製スパンボンド不織布とメルトブロー不織
布が組み合わされた複合不織布からなり、その複合不織布として、具体的には、例えば、
スパンボンド／メルトブロー（ＳＭ）複合不織布、スパンボンド／メルトブロー／スパン
ボンド（ＳＭＳ）複合不織布、スパンボンド／スパンボンド／メルトブロー／スパンボン
ド（ＳＳＭＳ）複合不織布、スパンボンド／メルトブロー／メルトブロー／スパンボンド
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（ＳＭＭＳ）複合不織布などが挙げられる。また、複合不織布は、それらの一種でも、そ
れらを組み合わせて用いてもよい。
【００１７】
  本発明においては、この内層（Ｂ）の複合不織布のメルトブロー（ＭＢ）不織布成分の
目付けを低目付け側に調製することが好ましい。メルトブロー（ＭＢ）不織布成分の目付
けの総和として、１０ｇ／ｍ２以下、好ましくは２～１０ｇ／ｍ２、特に好ましくは２～
５ｇ／ｍ２の目付け重量が選ばれる。
  メルトブロー（ＭＢ）不織布は、マスクを構成する不織布のなかで、最も繊維径が細い
だけに、フィルター効率とともに圧損および通気度を支配する。
  本発明においては、特に、花粉除去のためのマスクとしては、メルトブロー（ＭＢ）不
織布の平均繊維径が３～１５μｍ、好ましくは４～８μｍ、且つ、メルトブロー（ＭＢ）
不織布成分の目付けの総和が１０ｇ／ｍ２以下、好ましくは２～５ｇ／ｍ２にあれば、必
要十分（９９％以上）に、花粉粒子の捕捉が可能となる。
【００１８】
  また、内層（Ｂ）の複合不織布は、呼吸のし易さや、使用中の呼気に於ける変形を考慮
すると、総目付け重量が１０～２５ｇ／ｍ２で、通気度が６０ｃｃ／ｃｍ２／ｓｅｃ以上
であることが好ましい。
【００１９】
  また、内層（Ｂ）のポリプロピレン製複合不織布は、花粉や微粒子を捕集する機能を向
上させるために、エレクトレット化処理したものを用いることが好ましい。エレクトレッ
ト化不織布を用いるのは、静電気力によって微細な花粉や粉塵を効率良く捕集することが
できるためであり、このエレクトレット化は、不織布をアースされた電極上を走行させ、
この上から針電極又はワイヤー電極に高電圧を印加することによってコロナ放電を行い達
成される。
  さらに、エレクトレット化処理は、内層（Ｂ）の複合不織布のみでなく、外層（Ａ）－
内層（Ｂ）－外層（Ａ）の少なくとも３層が積層一体化された積層不織布に施すこともで
き、好ましい。すなわち、積層不織布にエレクトレット化処理したものを用いることによ
り、花粉や微粒子を捕集する機能を向上させることができる。
【００２０】
３．衛生マスク用不織布基材およびその製造方法
  本発明の衛生マスク用不織布基材は、マスク用基材に「腰」を付与するために、外層／
内層／外層の少なくとも３層の不織布が積層一体化されていることを特徴とするものであ
る。
  特に、本発明の衛生マスク用不織布基材は、最外層と口元層の外層（Ａ）の間に、内層
（Ｂ）を連続的に挿入し、熱エンボス、超音波、ホットメルト接着樹脂等を使用して、外
層（Ａ）－内層（Ｂ）－外層（Ａ）の少なくとも３層を一体化することを特徴とするもの
である。
【００２１】
  熱エンボスロールにて、一体化する場合、外層（Ａ）は、既にシート状になっている不
織布を使用しても良いし、また、カーディングした繊維で内層（Ｂ）をサンドし、後から
熱エンボスロールにて、一体化されても良いものとする。
  また、超音波、またはホットメルト樹脂にて、一体化する場合、外層（Ａ）は、既にシ
ート状になっている不織布を使用して、内層（Ｂ）をサンドして、一体化してもよい。
【００２２】
４．衛生マスク
  本発明の衛生マスクは、上記の衛生マスク用不織布基材を顔面覆い部に用いることを特
徴とするものである。また、その形状は、立体形状（図１）またはフラット状であって、
顔面覆い部にプリーツされた部分を有することを特徴とするものである（図２、３）。
【実施例】
【００２３】
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  以下に本発明を実施例で説明するが、本発明は、実施例のみに限定されるものではない
。なお、実施例、比較例で用いた試験方法は以下の通りである。
【００２４】
（１）不織布の目付重量：試料長さ方向より、１００×１００ｍｍの試験片を採取し、水
分平衡状態の重さを測定し、１ｍ２当たりに換算して求めた。
（２）不織布の通気度：フラジール型通気度試験機を用い、ＪＩＳ  Ｌ１０９６－１９７
９の「一般織物試験方法」に準拠し、傾斜型気圧計は１．２７ｃｍに固定して通気度を計
測した。
（３）圧力損失：ＴＳＩ―８１３０型マスク試験機を用い、通過風速が１５．０ｃｍ／ｓ
ｅｃの条件にて測定した。
（４）花粉除去率：紡績検査協会にて、ボーケン法ＪＳＩＦ  Ａ  ０３０－２００４の試
験方法にて、粒径２０～４０μｍのスギ花粉を使用し測定した。
（５）不織布の腰：ＪＩＳ  Ｌ  １０９６  Ｅ法（ハンドルオメーター法）に準拠し、剛
軟性を測定した。
【００２５】
［実施例１］
  外層（Ａ）として、２０ｇ／ｍ２の目付け重量のポリプロピレン（ＰＰ）／ポリエチレ
ン（ＰＥ）芯鞘複合短繊維を用い、サーマルボンド法にて、不織布を作製し、次に示す内
層（Ｂ）を両面から挟み込んだ。
  また、上記芯鞘複合短繊維は、親水性の油剤を用いた、ＥＳファイバービジョン株式会
社のＥＳＣ０２３を使用し、繊度は、２デシテックス、カット長５１ｍｍのものを用いた
。
  さらに、内層（Ｂ）は、目付け１５ｇ／ｍ２のポリプロピレン製スパンボンド／メルト
ブロー／スパンボンド（ＳＭＳ）複合不織布に、コロナ放電処理によるエレクトレット加
工（直流電圧２５ＫＶ）を施したものを用いた。このＳＭＳ複合不織布の各成分は、スパ
ンボンド（Ｓ）層［６．２５ｇ／ｍ２］／メルトブロー（Ｍ）層［２．５ｇ／ｍ２］／ス
パンボンド（Ｓ）層［６．２５ｇ／ｍ２］で構成され、総目付け重量１５ｇ／ｍ２のＳＭ
Ｓ不織布として、生産されているものである。このＳＭＳ不織布の通気度は、２００ｃｃ
／ｃｍ２／ｓｅｃであった。
  この内層（Ｂ）を、上記の外層（Ａ）が両側より挟み込み、熱エンボス加工により、外
層（Ａ）－内層（Ｂ）－外層（Ａ）の３層を積層一体化した。
  このマスク基材としての外層（Ａ）－内層（Ｂ）－外層（Ａ）積層不織布の全体の通気
度は、５５ｃｃ／ｃｍ２／ｓｅｃであった。また、花粉除去率は、９９．７％であった。
【００２６】
［実施例２］
  外層（Ａ）として、２０ｇ／ｍ２の目付け重量のポリプロピレン（ＰＰ）／ポリエチレ
ン（ＰＥ）芯鞘複合短繊維を用い、サーマルボンド法にて、不織布を作製し、次に示す内
層（Ｂ）を両面から挟み込み、積層一体化したものに、コロナ放電処理によるエレクトレ
ット加工（直流電圧２５ＫＶ）を施した。
  また、上記芯鞘複合短繊維は、親水性の油剤を用いた、ＥＳファイバービジョン株式会
社のＥＳＣ０２３を使用し、繊度は、２デシテックス、カット長５１ｍｍのものを用いた
。
  さらに、内層（Ｂ）は、目付け２４ｇ／ｍ２のポリプロピレン製スパンボンド／メルト
ブロー（ＳＭ）複合不織布を用いた。このＳＭ複合不織布の各成分は、スパンボンド（Ｓ
）層［１５ｇ／ｍ２］／メルトブロー（Ｍ）層［９ｇ／ｍ２］で構成され、総目付け重量
２４ｇ／ｍ２のＳＭ不織布として、生産されているものである。このＳＭ不織布の通気度
は、７５ｃｃ／ｃｍ２／ｓｅｃであった。
  この内層（Ｂ）を、上記のように、外層（Ａ）が両側より挟み込み、熱エンボス加工に
より、外層（Ａ）－内層（Ｂ）－外層（Ａ）の３層を積層一体化した。
  このマスク基材としての外層（Ａ）－内層（Ｂ）－外層（Ａ）積層不織布の全体の通気



(8) 特開２００９－１０６４６８

度は、５０ｃｃ／ｃｍ２／ｓｅｃであった。また、花粉除去率は、９９％以上であった。
【００２７】
［実施例３］
  外層（Ａ）として、２５ｇ／ｍ２の目付け重量のポリプロピレン（ＰＰ）／ポリエチレ
ン（ＰＥ）芯鞘複合短繊維を用い、サーマルボンド法にて、不織布を作製し、次に示す内
層（Ｂ）を両面から挟み込んだ。
  また、上記芯鞘複合短繊維は、親水性の油剤を用いた，ＥＳファイバービジョン株式会
社のＥＳＣ０２３を使用し、繊度は、２デシテックス、カット長５１ｍｍのものを用いた
。
  さらに、内層（Ｂ）は、目付け１５ｇ／ｍ２のポリプロピレン製スパンボンド／メルト
ブロー／スパンボンド（ＳＭＳ）複合不織布に、コロナ放電処理によるエレクトレット加
工（直流電圧２５ＫＶ）を施したものを用いた。このＳＭＳ複合不織布の各成分は、スパ
ンボンド（Ｓ）層［６．２５ｇ／ｍ２］／メルトブロー（Ｍ）層［２．５ｇ／ｍ２］／ス
パンボンド（Ｓ）層［６．２５ｇ／ｍ２］で構成され、総目付け重量１５ｇ／ｍ２のＳＭ
Ｓ不織布として、生産されているものである。このＳＭＳ不織布の通気度は、２００ｃｃ
／ｃｍ２／ｓｅｃであった。
  この内層（Ｂ）を、上記の外層（Ａ）が両側より挟み込み、熱エンボス加工により、外
層（Ａ）－内層（Ｂ）－外層（Ａ）の３層を積層一体化した。
  このマスク基材としての外層（Ａ）－内層（Ｂ）－外層（Ａ）積層不織布の全体の通気
度は、５５ｃｃ／ｃｍ２／ｓｅｃであった。また、花粉除去率は、９９．７％であった。
【００２８】
［実施例４、５］
  当該マスク基材を用いて、立体形状（図１）、及びプリーツマスク（図２）を作製した
。
【００２９】
［比較例１～３］
  比較例１～３として、市販されているマスクについて、そのマスクの素材構成、通気度
、花粉捕集効率、及び圧損について評価し、本発明の不織布基材を用いたマスクの実施例
と、対比した。その結果を表１、２に示す。
【００３０】
［比較例４］
  外層（Ａ）として、２５ｇ／ｍ２の目付け重量のポリプロピレン（ＰＰ）／ポリエチレ
ン（ＰＥ）芯鞘複合短繊維を用い、サーマルボンド法にて、不織布を作製し、次に示す内
層（Ｂ）を両面から挟み込んだ。
  また、親水性の油剤を用いた短繊維は、ＥＳファイバービジョン株式会社のＥＳＣ０２
３を使用し、当該短繊維の繊度は、２デシテックス、カット長５１ｍｍのものを用いた。
  さらに、内層（Ｂ）は、目付け１５ｇ／ｍ２のポリプロピレン製スパンボンド／メルト
ブロー／スパンボンド（ＳＭＳ）複合不織布に、エレクトレット処理を施したものを用い
た。このＳＭＳ複合不織布の各成分は、スパンボンド（Ｓ）層［６．２５ｇ／ｍ２］／メ
ルトブロー（Ｍ）層［２．５ｇ／ｍ２］／スパンボンド（Ｓ）層［６．２５ｇ／ｍ２］で
構成され、総目付け重量１５ｇ／ｍ２のＳＭＳ不織布として、生産されているものである
。このＳＭＳ不織布の通気度は、２００ｃｃ／ｃｍ２／ｓｅｃであった。
  この内層（Ｂ）を、上記の外層（Ａ）が両側より挟み込み、おのおのが別体の単純積層
した不織布を構成した。
  このマスク基材として、剛軟性の評価を行い、実施例３と対比した評価結果を表３に示
す。
【００３１】
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【表１】

【００３２】
【表２】

【００３３】
【表３】

【００３４】
  表１、２から明らかなように、実施例１、２のマスクは、比較例１～３に比べて、通気
度が高く、圧力損失が低いことが示される。また、花粉（径：約２０μｍ）の除去率は、
９９％以上であり、花粉除去には、有効であり、息苦しくない快適なマスクを提供できる
。
  また、表３から明らかなように、３層の不織布が複合一体化されている実施例３は、お
のおのが別体で構成されている比較例４に比べ、マスク着用時の型崩れのし難さを示す剛
軟性が高いことが示されており、着用試験においても、性能が優れていることが示される
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。
【産業上の利用可能性】
【００３５】
  本発明の衛生マスク用不織布基材は、「腰」があるため、着用感に優れ、低圧損で高捕
集効率であり、そのため、衛生マスク用基材として、好適に用いることのできるという特
徴を有する。その結果、それを用いた衛生マスクは、着用感に優れ、低圧損で高捕集効率
であるという効果を発揮するため、民生用の花粉対策用ばかりでなく、工業的な作業環境
での防塵とともに、結核菌などの細菌やウイルスを含む飛沫からの防御性が格段に向上し
たマスクとすることができる。したがって、民生用、工業用にとどまらず、病院内での感
染予防や歯科治療での用途、あるいは防疫業務など広い範囲で使用できる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の実施例における立体形状のマスクの斜視図である。
【図２】本発明の実施例におけるプリーツマスクの正面図である。
【図３】本発明の実施例におけるプリーツマスクのプリーツ部の図である。
【符号の説明】
【００３７】
  １  プリーツ

【図１】

【図２】

【図３】
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